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Ⅴ．特記事項

1.キャリア支援

本学では、学生支援方針に基づいて、キャリア支援を行っており、A 棟 1F にキャリア支

援センターを開設し、学生の進路支援を行っている。キャリア支援センターには、学生が

就職先を探すための求人票や進学情報を棚に配架し、自由に閲覧できるようにしている。

また、就職先の検索やエントリーのためパソコンを整備し、学生の円滑な就職活動を支援

している。さらに、自宅のインターネット環境が整わず、オンラインによる適正検査や面

接試験の受験が困難な学生に対して、別室を確保し受験環境を整えている。

キャリア支援センターには就職課を配置し、国家資格であるキャリアコンサルタントの

有資格者 2 人の就職課職員が、山口しごとセンターやハローワーク、山口県障害者職業セ

ンターとの連携を密にし、本学学生への就職情報の提供や就職相談等、学生のキャリアプ

ランの形成とその実現に向け活動を展開している。また、看護の専門性に特化した相談・

指導に対応するため、就職活動が活発化する時期に、国立大学病院の元看護部長を非常勤

職員として配置している。就職先の選定・小論文の添削・指導など就職活動を通して、看

護観の醸成を行っている。

令和 2（2020）年度に新型コロナウィルス感染症対策のために開設した Google Classroom

上のキャリア支援センターは、学科別の求人票の提示、各種就職説明会等、適宜必要な情

報の提供及び参考資料を掲示し、効率的な指導を行っている。また、オンライン面接試験

対策として、オンライン上での面接練習・相談も実施し、学生が自身の状況に合わせて対

面・電話・Ｅメール・オンラインの相談形態を選択できる体制は、遠方から通学する学生

や、実習中に登校しにくい学生の負担の軽減、効率化となった。令和 4（2022）年度は、課

員作成の小論文対策講座等内容をさらに拡充した。採用試験のオンライン面接試験対策は、

ウェブ会議システムのスキルの向上・定着にも一定の効果が出ている。

看護学科学生は他県出身や他県への就職希望者が多く、就職試験の合格が難化している

隣接県での就職について、積極的、戦略的に就職支援に取り組んでいる。これまでは就職

課職員がナビ系企業主催の病院合同説明会に参加し、企業や病院から直接情報を得るよう

活動しており、就職課職員と企業との連絡会議の実施、就活支援の増強対策を行っている。

2.3 つのポリシーに関する点検・評価

令和元（2019）年 8 月の大学評議会において、3 つのポリシーに関するアセスメント・

ポリシーを審議・決定した。このアセスメント・ポリシーは、3 つのポリシーの実質化の

方策を定めたもので、「3 つのポリシーを検証する視点」、「検証の根拠となる各種データを

組織的に収集・蓄積・分析する具体的手順」及び「検証に基づいて重点取組課題を抽出し、

次年度の教育改善に生かすことによって PDCA サイクルを回すための年間スケジュール」

で構成しており、チェックリストやそれに対応する根拠データに基づきアセスメントを行

うこととしている。このアセスメント・ポリシーを基に、教学マネジメント委員会でアセ

スメント報告書を作成し、実際のアセスメントを行っている。このアセスメント報告書に

は、アセスメント結果としてのアクションが記載されており、特に重要なものは、重点取

組課題として抽出することで PDCA サイクルの実質化に取り組んでいる。


